
■ 平成 31 年度　長崎平和推進協会の予算・事業計画
■ アジア青年平和交流事業 2018　■ 長崎国際平和映画フォーラム 2018　　
■ 平和案内人と長崎平和ガイド初の合同研修
■ 長崎平和推進協会設立記念事業「松瀬学氏講演会」　
■ アジアの若者による平和ネットワーク構築プログラム成果報告　■ 市民対象碑めぐり
■ あったかーい寄付！ 　■ 来訪者コーナー　■ 会員の広場
■ ＴＯＰＩＣＳ！ （外国語ボランティアガイド（英語）原爆資料館内案内研修ほか）

アジア青年平和交流事業 / 活水高等学校平和学習部（追悼平和祈念館交流ラウンジ）

161号

https://www.peace-wing-n.or.jp/
公益財団法人 長崎平和推進協会  

2019（平成 31）年 3月



新

新

金　額 前年度差
平和推進事業会計 56,832 23,764

1 発刊事業費 1,130 △ 214
2 啓発事業費 6,116 　4,817
3 調査研究費 55 　△ 45
4 育成事業費 20,043 12,495
人件費・事務費 29,488 6,711

法人会計 2,825 373
支 出 計 59,657 24,137

金　額 前年度差
長崎市からの補助金 28,210 1,110
会費 4,796 169
受託事業収入 24,855 22,689
寄付金 684 △ 81
その他 512 500
収益事業からの繰入 600 △ 250

収  入  計 59,657 24,137

　

当
協
会
の
予
算
の
大
部
分
を
占
め
て

い
る
の
は
、
❶
公
益
目
的
事
業
で
す
。

　

公
益
目
的
事
業
は
、
当
協
会
が
独
自

に
行
っ
て
い
る
平
和
推
進
事
業
、
長
崎

市
か
ら
の
２
つ
の
受
託
事
業
（
長
崎
原

爆
資
料
館
原
爆
・
平
和
総
合
案
内
業
務
、

長
崎
原
爆
資
料
館
図
書
資
料
収
集
整
理

業
務
）、
国
か
ら
の
受
託
事
業
（
国
立
長

崎
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
運
営

事
業
）の
４
事
業
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
❷
収
益
事
業
と
し
て
原

爆
資
料
館
内
の
売
店
を
運
営
し
、
利
益

の
50
％
を
平
和
推
進
事
業
に
繰
り
入
れ

て
お
り
、
❸
法
人
会
計
と
は
協
会
全
体

の
管
理
・
運
営
を
行
う
会
計
で
す
。

　

平
成
31
年
度
は
、
新
し
い
５
つ
の
事

業
が
長
崎
市
か
ら
受
託
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
９
月
か
ら
原
爆
資
料
館
指
定
管
理

者
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
受

託
事
業
の
長
崎
原
爆
資
料
館
原
爆
・
平

和
総
合
案
内
業
務
、
長
崎
原
爆
資
料
館

図
書
資
料
収
集
整
理
業
務
及
び
収
益
事

業
が
８
月
ま
で
と
な
る
な
ど
、
当
協
会

に
と
っ
て
、
変
化
の
あ
る
年
度
と
な
り

ま
す
。

❸法人会計

①公益目的事業

❷収益事業

予算総額

346,392
千円

平成３１年度　長崎平和推進協会の予算 ・ 事業計画

Ⅰ　平和推進事業

支出	 （単位：千円） 収入	 （単位：千円）

会報「へいわ」（年 4 回）、協会の
事業概要をまとめた「平和のあゆ
み」、情報 BOX（月 1 回）の発行
等により情報発信を図ります。

　皆さまからいただいた
会費や寄付金は、平和
推進事業と法人会計で
使われます。
　左の表は２つの会計の
収入と支出を表して
　います。

●平和学習の実施

　被爆体験講話者や外
国語ボランティアガイ
ドの派遣、平和学習用
の DVD・長崎原爆被
災写真パネルの貸し出
しを行います。

●平和案内人育成事業
　　 被爆 75 年から活動を開始するため、第 7期の平和案内人育

成事業を行います。
●平和案内人派遣事業
　　 案内を希望される方に対し、長崎原爆資料館、追悼平和祈

念館等の説明や被爆遺構の碑めぐりを行う平和案内人を派遣
します。

●部会活動
　　 協会会員の自主的活動を図るための 4部会の活動を支援します。
　　 また、米国国立公文書館資料検証業務を長崎市から受託します。
●平和事業への支援　
　　 協会の活動趣旨と一致する事業などへ支援します。
●秋月グラント　
　　 被爆体験の継承や平和意識高揚のための事業を実施する団

体などへ支援します。

●国連軍縮週間行事
　　国連軍縮週間に合わせて「市民のつどい」を開催し、戦時食、
平和のメッセージを紙風船に書くコーナーなどを行います。

●講演会等の開催
　　平和への認識を高めるための講演会を催します。

県外原爆展の開催

　平和・軍縮関係の会議やシンポジウム等に参加し、
情報収集や関係機関との交流・意見交換を図ります。

語り継ぐ被爆体験（家族・交流証言）推進事業

青少年ピースボランティア育成事業

青少年ピースフォーラム事業

青少年平和交流（少年平和と友情の翼）事業

1発刊
事業4育成

事業

2啓発
事業

3調査
研究

Ⅰ

ⅡⅢ

Ⅳ
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新

Ⅱ　長崎原爆資料館運営事業Ⅳ　追悼平和祈念館運営事業

Ⅲ　原爆資料館図書資料収集整理業務

収益事業 （原爆資料館書籍販売コーナー）

　長崎市から受託し、原爆
資料館展示室の観覧料徴収
や正面玄関での総合案内業
務を行います。

　平成 15 年に開館した「国立長崎原爆死没者追悼平和
祈念館」の管理・運営を国から受託します。
　平成 31 年度は、被爆体験記や被爆証言映像の収集な
ど、今しかできない事業を拡充していく予定です。

　長崎市から受託し、原爆資
料館の図書室で、原爆や平和
に関する図書・資料の整理・
選定、情報提供を行います。

　原爆資料館の売店で原爆や
平和に関する書籍・グッズを
販売しています。利益の 50％
は平和推進事業の財源に充て
ています。

しい５つの事業紹介！

語り継ぐ
被爆体験推進

青少年平和交流
（少年平和と友情の翼）

県外原爆展
青少年

ピースフォーラム
青少年ピース

ボランティア育成

　被爆者の体験や思

いを受け継ぎ、次の

世代へ伝えていく人

材の育成を支援する

事業。今後、協会の

継承部会と密接に連

携して取り組むこと

で、より事業の拡が

り、継続性が高まる

と期待される。

　なお、当該事業で

育成された家族・交

流証言者を市外・国

外へ派遣する事業を、

祈念館で行っている。

　長崎市内の中学生

を沖縄県に派遣し、

沖縄の戦跡や平和施

設の見学、青少年と

の交流等を行うこと

で、次の時代を担う

少年少女の平和を希

求する心を醸成する

事業。3年に1回実

施している。

　参加者は青少年

ピースフォーラムに

も参加するので、青

少年ピースボラン

ティアに繋ぐことも

期待できる。

　原爆について触れ

る機会の少ない県外

で、被爆体験講話や、

写真パネル・被災資

料の展示を行い、核

兵器廃絶と平和に対

する意識の高揚を図

る事業。

　これまでも協会と

共催で実施しており、

被爆者が開催地を

訪れて自らの体験を

話す他、写真資料調

査部会員による写真

資料等の解説案内を

行っている。

　8月9日の平和祈

念式典に合わせて、

全国の自治体が派遣

する青少年と、長崎

の青少年が一緒に被

爆の実相や平和の尊

さについて学び、交

流を深めることで、

平和意識の高揚を図

る事業。青少年ピー

スボランティアがホ

スト役を務め、会の

進行や案内を担当す

る。

　これまでも協会は

共催している。

　中学生を除く15歳

以上 30歳未満の青

少年が、原爆や戦争

について学び、様々

な視点から平和につ

いて考える事業。被

爆体験の継承と、平

和意識の高揚を図る

ことを目的としてい

る。

　これまでも協会と

共催で実施しており、

被爆者と若者を繋ぐ

ことで協会のネット

ワークを広げること

が期待できる。

核兵器廃絶と世界恒久平和の実現を目指します
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アジア青年平和交流事業 2018
自分たちが考える

国際 ・ 平和交流プログラム

長崎純心大学

Green	Pieces
長崎県立大学シーボルト校金村ゼミ

Peace	Piece プロジェクト
活水高等学校平和学習部

ふりそでプロジェクト

外国人と若者が一緒に平和について考える

「Peace	Forum」を開催

人工知能（AI）を使って

原爆写真を色付けし身近なものに

尾曲がり猫、まがにゃんがインタビュー！

平和活動についての動画を作成

PeaceForum のきっかけは、以前

制作した英語版の平和に関する電

子パンフレットでした。外国人の

感想から、平和に対する考え方の

違いを実感し、長崎でお互いの考

えを共有し話す機会を設けたいと

思いました。参加者 43 人は長崎の

高校・大学生や、アジアをはじめ

とした多国籍の外国人です。よっ

て、司会、交流証言者からの講話、

話し合い等すべて英語を用いまし

た。平和に関する５つのテーマを

各グループで１つ話し合い、最後

にはポスタープレゼンテーション

を行いました。

また行って欲しいという感想を

いただき、会の成功と平和への発

信ができたことへの喜びを感じて

おります。この事業に関わったす

べての方々に感謝の意を表

し、御礼申し上げたいと

思います。　（迎祐佳）

私は今回の事業を通して2つのこ

とを考えました。１つ目は、自分た

ちで計画を立てて企画を成功させる

ことの重要さです。今回、初めての

試みで不安だらけでしたが、部員の

みんなが協力してたくさんの意見も

交えて計画を進めることができたの

で、とても有意義だったと思ってい

ます。２つ目は、異国間との意見交

換によって自分とは違った意見を得

ることができたことです。私の班に

は中国人の学生が２人いました。実

際に討論をしている中で、私と彼ら

の意見は全く異なっていました。し

かし、お互いの意見を聞くことで自

分とは違った視点から平和について

学ぶことができました。この企画に

ご協力いただいた多くの方に感謝申

し上げます。この企画を大きな一歩

として、私たちの活動の発展や平和

な世界の実現に向けて精進していこ

うと思います。　　　　		（田中蘭）

「PeacePiece（ピースピース）プロ

ジェクト」は、平成 27年度から継

続している、長崎県立大学国際社会

学部・同学科の金村ゼミによる平和

発信プロジェクトです。毎年様々なメ

ディアを活用して平和を伝え、つな

ぐ活動を行っています。今年度は平

和に「ふれる」をコンセプトにWeb

向け動画「Touch！～長崎ネコとピー

ス探し～」という映像作品を制作し

ました。ネコのマスコットキャラク

ターをメインとして、画面に触れたく

なる工夫を散りばめています。夏か

ら取材をはじめ、映像の撮影・編集

等、どうすれば視聴者に私たちの思

いを伝えられるか、何度もメンバー

で話し合いを重ね、作り上げました。

この作品をきっかけに平和を身近な

ものに考えてもらえると嬉しい

です。

（長尾瑞希）

　
「
自
分
た
ち
が
考
え
る
国
際
・
平
和
交
流
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
長
崎
の
若
者
自
ら
企
画

し
た
事
業
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
の
事
業
に

取
り
組
ん
だ
３
チ
ー
ム
が
、
３
月
３
日
成

果
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
企
画
と
も
若
者
ら
し
い
ユ
ニ
ー
ク
で

独
創
的
な
発
想
に
よ
り
、
被
爆
の
実
相
を

長
崎
在
住
の
外
国
人
だ
け
で
な
く
国
際
的

に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
被
爆
体
験
交
流
証
言
や
人
工

知
能(

Ａ
Ｉ)
技
術
を
活
用
し
た
モ
ノ
ク
ロ

の
被
爆
写
真
の
カ
ラ
ー
化
、
尾
曲
が
り
ネ

コ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る

動
画
な
ど
に
よ
っ
て
、
人
種
の
違
い
や
戦

争
の
被
害
と
加
害
を
超
え
て
相
互
理
解
を

深
め
よ
う
と
い
う
意
欲
を
感
じ
る
と
同
時

に
、
具
体
的
な
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
来
年
度
は
更
に
多
く
の

参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。　
　
　

審
査
委
員
長　

舩
山
忠
弘

まがにゃん

PEACE  WING  NAGASAKI 4

今できること・・・　今しかできないこと・・・　今やらなければならないこと・・・



長崎国際平和映画フォーラム 2018

　　上映作品

「母と暮せば」

「夕凪の街・桜の国」

「父と暮せば」

「硫黄島からの手紙」

被爆者を撮り続けて10年
写真家

ポーレ ・ サヴィアーノ

写真展 「FROM ABOVE」

フォトワークショップ　

ポーレ・サヴィアーノ写真展 「FROM ABOVE」
映画フォーラムとの関連企画として3年連続で

写真展を開催し、これまでに撮影したうち24人
の被爆者のポートレートを展示しました。

撮影した被爆者とその遺族も多く訪れ、サヴィ
アーノ氏と記念写真を撮るなど再会を喜びまし
た。また、サヴィアーノ氏から撮影当時の様子を
聞く遺族の姿も見られました。

ポーレ・サヴィアーノ氏とは！？

ニューヨークを拠点として活動している写真家。12歳より写真を
撮り始め、歴史的事件や社会問題のメッセージを発信している。
「FROM ABOVE-上空より」プロジェクトでは、被爆者や空襲体験
者を撮影。当協会関係者だけでも40人以上の被爆者のポートレー
トを撮影し、来崎の度に被爆者の撮影を続けている。プロジェクト
の一環として、写真展開催や写真集の出版を行う。

Reason for starting project －プロジェクトを始めた理由

最初に長崎を訪れたのは2008年 9月でした。原子雲の下
で人々に何が起こったのか、どのようにしてあの日の記憶と
共に生きてきたのかを学びたいと思いました。この時に出会っ
た11人の被爆者の鮮烈な印象は、今も忘れられません。

私が学校で原爆について教わったのは、広島・長崎の原子
雲の写真と、投下日時、統計だけでした。アメリカでは「原
子爆弾は第二次世界大戦を終わらせるために投下した」と教
えられます。原子雲の下にいた人々に実際何が起こったかは、
何も言及されていません。

過去の出来事から学ぶことは大事なことです。同じ過ちを
繰り返せば、同じ空の下に生活する、全世界の人々に影響を
及ぼすのです。私たちは、戦争によって命を落とした人々、
その後の人生を変えられた人々の存在を忘れてはなりませ
ん。長崎と広島の教訓を決して忘れないことこそ、彼らに対
する最大の敬意です。戦争によって互いの相違を解決すると
いう、正当化された言い訳を容認してはなりません。

最初の訪問から10年以上が経ちますが、今も撮影のため
に長崎を訪れ、外国で暮らす被爆者の撮影も
行っています。今後も撮影は続けていきます。

MORE PEACE in 2019, Paule Saviano　　　　　

この度、追悼平和祈念館地下1階の回廊で、サヴィアー
ノ氏の写真を常設展示することになりました。被爆者お
一人おひとりの表情をぜひご覧ください。

The goal of FROME ABOVE － FROME ABOVE の目的   

FROME ABOVE	プロジェクトの目的とは、歴史上起きた事の
被害者として片づけられてしまっている被爆者の存在を明確
に歴史に記録することです。私たちは戦争をデータや統計の
みでとらえ、戦争が人間にもたらす真の影響を忘れがちです。

第二次世界大戦の体験者から「戦争は有益ではない」と直
接学べる、今が最後の機会です。
この活動で「戦争に苦しむ人々の想いは共通である」と感

じました。撮影後に亡くなった被爆者もいますが、写真を通
して彼らの叫び、物語と対話することができます。話す言語
は異なっても、写真は全世界の共通語なのです。

９
回
目
を
迎
え
た
「
長
崎

国
際
平
和
映
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

は
、
音
楽
部
会
に
よ
る
合
唱

で
幕
を
開
け
ま
し
た
。
映
画

は
、
親
子
愛
・
友
情
を
テ
ー
マ

に
４
作
品
を
上
映
し
ま
し
た
。

無
名
塾
の
松
崎
謙
二
氏
ら

に
よ
る
朗
読
劇
、
昨
年
に
引

き
続
き
写
真
家
ポ
ー
レ
・
サ

ヴ
ィ
ア
ー
ノ
氏
に
よ
る
写
真

展
、
フ
ォ
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
開
催
し
、
約
１
１
０
０

人
が
来
場
し
ま
し
た
。

!
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今できること・・・　今しかできないこと・・・　今やらなければならないこと・・・



中央公園
▼

真宗大谷派
長崎教務所

▼
長崎県防空本部跡
（雨天のため中止）

コース

１
月
19
日
、
長
崎
原
爆
資
料
館
平
和
学

習
室
で
平
和
案
内
人
全
体
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
平
和
案
内
人
は
年
３
回
程
度
、
原

爆
・
平
和
に
造
詣
の
深
い
方
を
講
師
に
招

い
て
、
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
初
め
て
、
修
学
旅
行
生
を
対
象
に

案
内
を
行
っ
て
い
る
長
崎
平
和
ガ
イ
ド
に

も
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

研
修
に
は
中
村
由
一
氏
を
お
招
き
し
、
被

爆
と
部
落
問
題
の
二
つ
の
差
別
体
験
に
つ
い

て
の
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
原
爆
の
影

響
と
出
身
地
に
対
す
る
差
別
で
苦
し
め
ら
れ

た
こ
と
、
二
度
と
自
分
の
よ
う
な
辛
い
人
生

を
歩
む
人
を
生
み
出
し
て
ほ
し
く
な
い
と
い

う
思
い
を
熱
く
話
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
今

後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

２
月
10
日
、
長
崎
原
爆
資
料
館
ホ
ー
ル

で
、
長
崎
県
出
身
で
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
松
瀬
学
氏
に
よ
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
松
瀬
氏
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
日
本
大
会
の
元
広

報
戦
略
長
も
務
め
ら
れ
、
大
会
の
盛
り
上

げ
に
多
方
面
か
ら
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

講
演
会
で
は
、
豊
富
な
取
材
経
験
を
も

と
に
、
大
谷
翔
平
選
手
、
長
嶋
茂
雄
元
監

督
な
ど
を
引
き
合
い
に
、「
一
流
選
手
の
条

件
は
、
素
直
さ
、
イ
ン
ナ
ー
ピ
ー
ス（
心
の

平
穏
）
を
も
っ
て
い
る
こ
と
」
と
、
一
人

ひ
と
り
が
平
和
な
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
の

大
切
さ
を
語
り
ま
し
た
。

最
後
に
、「
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
の
は
平

和
が
あ
っ
て
こ
そ
」
と
力
説
さ
れ
、「
長
崎

か
ら
平
和
の
発
信
を
し
て
欲
し
い
！
」
と

締
め
く
く
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

２
月
24
日
、「
ア
ジ
ア
の
若
者
に
よ
る
平
和

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ａ
Ｐ

Ｎ
）」
の
活
動
結
果
及
び
成
果
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
マ
レ
ー
シ
ア
・

韓
国
・
中
国
の
大
学
生
ら
が
、
昨
年
11
月
に

行
わ
れ
た
「
第
６
回
核
兵
器
廃
絶-

地
球
市

民
集
会
ナ
ガ
サ
キ
」
で
の
経
験
を
基
に
、
彼
ら

が
実
際
に
取
り
組
ん
だ
５
つ
の
課
題
に
対
し

て
、
取
り
組
ん
だ
内
容
や
成
果
を
報
告
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
３
国
と
祈
念
館
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
繋
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
か
ら
発

表
す
る
初
め
て
の
試
み
で
し
た
。
各
チ
ー
ム

が
課
題
に
対
し
て
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
こ
と

が
感
じ
ら
れ
、
ま
た
他
国
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
様
々
な
関
心
を
持
っ
て
、
活
発
な
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
月
10
日
、
継
承
部
会
原
爆
遺
跡
研
修
班

が「
市
民
対
象
碑
め
ぐ
り
」を
実
施
し
ま
し
た
。

前
日
夜
か
ら
の
雨
で
開
催
が
検
討
さ
れ
ま
し

た
が
、
約
40
人
が
集
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
一

部
コ
ー
ス
を
変
更
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

築
町
・
江
戸
町
周
辺
の
建
物
疎
開
の
状
況

な
ど
は
中
央
公
園
周
辺
で
説
明
し
ま
し
た

が
、
雨
が
強
か
っ
た
た
め
、
真
宗
大
谷
派
長
崎

教
務
所
へ
移
動
し
ま
し
た
。
教
務
所
の
一
室

を
お
借
り
し
て
、
防
空
壕
に
つ
い
て
な
ど
一

部
補
足
説
明
を
行
っ
た
他
、
教
務
所
に
遺
骨

が
集
め
ら
れ
た
経
緯
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
「
非
核
非
戦
」
の
碑
の
下
に
納
め

ら
れ
た
遺
骨
を
特
別
に
見
せ
て
も
ら
い
、
参

加
者
は
合
掌
し
て
追
悼
し
ま
し
た
。
遺
骨
を

見
た
一
人
は
、「
こ
の
人
た
ち
に
と
っ
て
戦
争

は
終
わ
っ
て
い
な
い
」
と
つ
ぶ
や
い
て
い
ま

し
た
。

「ゲンバクとよばれた少年」の筆者：中村由一氏を迎えて

平和案内人と長崎平和ガイド初の合同研修

核兵器を廃絶するために、自分たちができる取り組みとは

APN 成果報告 in ピースネット 
被爆者自ら被爆遺構を案内する

市民対象碑めぐり

長崎平和推進協会設立記念事業

松瀬学氏 講演会「平和とスポーツ」
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長崎平和推進協会は、特定公益増進法人に該当するため、
寄付者は所得税や法人税の寄附金控除を受けることができます。

川
根
中
学
校
は
、
静
岡
県
の
大

井
川
沿
い
に
あ
る
小
さ
な
学
校

で
、
お
茶
や
山
の
緑
が
き
れ
い
な

地
域
に
あ
り
ま
す
。
毎
年
、
２
年

生
が
授
業
で
サ
ツ
マ
イ
モ
を
植

え
、
収
穫
し
た
も
の
を
文
化
祭
で

販
売
し
、
売
上
金
を
募
金
し
て
い

ま
す
。
本
校
に
郵
送
さ
れ
た
会
報

「
へ
い
わ
」
を
拝
見
し
、
皆
様
の

活
動
を
知
り
ま
し
た
。
本
校
は
こ

こ
数
年
長
崎
で
、
語
り
部
の
方
に

被
爆
体
験
講
話
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
生
徒
に
提
案

し
、
今
年
の
募
金
を
平
和
推
進
協

会
様
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
５
月
の
修
学
旅
行
で
語
り

部
の
方
や
、
ガ
イ
ド
の
方
に
お
世

話
に
な
り
ま
す
。川

根
中
学
校
教
諭

長
崎
で
被
爆
し
亡
く
な
っ
た

女
子
学
生
た
ち
を
テ
ー
マ
に
自

主
制
作
し
た
Ｃ
Ｄ
「
命
の
花
」
の

売
上
金
を
長
崎
平
和
推
進
協
会

へ
寄
付
し
ま
し
た
。
自
分
に
出
来

る
こ
と
で
平
和
に
役
立
つ
こ
と

を
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

父
親
の
被
爆
体
験
を
聞
い
て

き
た
こ
と
も
あ
り
、
大
学
時
代
か

ら
平
和
の
歌
を
作
っ
て
き
ま
し

た
。
被
爆
者
が
だ
ん
だ
ん
い
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
今
、
こ
れ
か

ら
は
被
爆
２
世
、
３
世
の
自
分
た

ち
が
動
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
使
命
感
も
あ
り
ま
す
。
自

分
が
で
き
る
平
和
活
動
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
歌
い
続
け
て
い
き

ま
す
。

北
城
裕
士

Peace Wing Nagasaki

会員の広場
私
は
あ
る
地
域
の
民
生
委
員
を
仰
せ

つ
か
っ
て
い
る
。
月
に
一
、二
度
ひ
と
り
暮

し
の
高
齢
者
宅
を
巡
回
し
、
話
し
相
手

に
な
り
な
が
ら
、
心
身
の
健
康
状
態
や
日

常
生
活
の
様
子
を
聞
き
取
り
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
玄
関
先
で
の
面
談
で
あ
る

が
、
ひ
と
と
お
り
の
話
し
を
終
え
、
帰
ろ

う
と
す
る
と
次
の
話
題
を
投
げ
か
け
ら

れ
、
お
暇(

い
と
ま)

を
い
た
だ
け
な
い
時

も
あ
る
。
し
か
し
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
よ

う
な
時
こ
そ
話
し
相
手
に
な
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
わ
ず
か
に
も
信
頼
関
係
が
生

れ
る
ひ
と
時
だ
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い

の
だ
。

「
へ
い
わ
」
の
記
事
を
読
み
取
る
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
方
々
が
様
々
な
平
和
活
動
に

臨
ん
で
お
ら
れ
る
姿
が
よ
く
理
解
で
き

る
。私

は
自
分
に
で
き
る
地
域
の
片
隅
で
、

さ
さ
や
か
な
が
ら
和
や
か
に
活
動
の
お

手
伝
い
を
続
け
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

奥
村 

健
二

お便りをお寄せください！
平和推進協会では、会員の皆様よりお便

りを募集します。会報をご覧になっての

ご意見、ご感想、お便りなど、会員の皆

様の声をお寄せください。投稿いただい

た声は、広報委員会を経て、「会員の広場」

で会報「へいわ」に掲載させていただき

ます。投稿は 300字以内でお願いします。

また、匿名の投稿はご遠慮ください。

E-mail：info@peace-wing-n.or.jp
〒 852-8117 長崎市平野町 7-8
長崎平和推進協会「会員の広場」係

NO. 9

カンボジア出身で著名
な映像監督であるリティ・
パン監督が、この度、協
会を訪ねてこられました。
監督は、「消えた画　ク

メール・ルージュの真実」
で第 66 回カンヌ国際映
画祭グランプリ（ある視点
部門）を受賞、さらに第
86回アカデミー賞では外
国語映画賞にノミネートさ
れた、映画界では巨匠と
言われる映画監督です。
彼の新作は、被爆者を

テーマに構想を練られて
おり、「原爆のように、人
間が人間に与えた極限的
な暴力について考察する
映像表現」を模索されて
いるそうです。彼の熱く
語る言葉には、カンボジ
アの悲劇と原爆の悲惨な
イメージが複雑に重なり
合います。パン監督の被
爆者をテーマとした新作
の映画、その完成を大い
に期待するものです。

（髙比良）

リティ・パン監督

あったか～
い

長崎平和推進協会では、核兵器廃絶と恒
久平和の実現に向けて取り組む平和活動を
行うため、みなさまから寄付を募集してい
ます。
今年度も、心温まる寄付をいただきまし

た。皆さんの気持ちを大切にしながら平和
のための活動を行っていきます。
詳しい活動は、2～3ページをご覧ください。

北城裕士さんより

静岡県島田市立川根中学校のみなさんより

来訪
者コーナー

♥
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平
成
31
年
3
月
29
日
発
行

本
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

TOPICS! へいわトピックス
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（公財）長崎平和推進協会　　〒852-8117 長崎市平野町7-8　☎095-844-9922　 095-844-9961

　１月から１ヶ月間、外国語ボランティアガイド（英語）の研
修の一環として、原爆資料館内のガイドを実施しました。英語
で積極的に声を掛け、チケットの購入方法の紹介や展示室入口
への誘導、展示品の説明など、外国人観光客をサポートしました。
　今回初めての試みでしたが、育成講座などで培ってきた知識
を活かす研修となりました。この実践で学んだことや反省点を
踏まえながら、今後の活動に繋げていきます。

第９回体験記企画展　「女性たちの原爆」
　第 9回体験記企画展「女性たちの原爆」では、追悼平和祈念館に寄せら
れた 5名の女性が綴った手記や資料、厚生省（当時）が収集し当館で公開
している手記を展示し、女性であるがゆえに味わった多くの苦悩と、原爆
の惨状、平和への思いを伝えます。体験記に関連する貴重な資料の展示も
あります。
　ぜひご来館ください。
日時：1月30日～12月25日 8：30～17：30（5月～8月 8：30～18：30）
場所：追悼平和祈念館地下 2階　遺影・手記閲覧室

【問合せ】追悼平和祈念館 ☎ 095-814-0055

第67回 長崎市民美術展・写真部門長崎市長賞を受賞した川上さんにお話を伺いました
追悼空間（追悼平和祈念館）の床の虹に出会ったのは 2016

年 10 月 30 日 14 時頃でした。この虹を写真に撮りたいと何回
も撮影に通い、2018 年 2 月 27 日「床の虹」、3 月 17 日「ガラ
ス柱に斜めに虹が差し込んだ写真」など、3枚の写真を併せて
長崎市民美術展に出品しました。この作品が最高賞の長崎市
長賞を頂いたのは本当に光栄でした。この写真を見て 2 月と
10 月に現れる長崎原爆犠牲者を追悼する虹を見に追悼祈念館
の来館者が 1 人でも増えたら幸甚です。　　　　　川上正徳

外国語ボランティアガイド（英語） 原爆資料館内案内研修を実施

◎
維
持
会
員

１
０
６
２
人

◎
賛
助
会
員

１
４
７
人

◎
学
生
会
員

１
０
人

（
平
成
31
年
３
月
20
日
現
在)

（
敬
称
略
）

◎
北
城　

裕
士 

一
万
円

◎
上
西　

和
紀 

一
万
円

◎
静
岡
県
島
田
市
立
川
根
中
学
校

２
年
生　
　
　
　
　

  　

四
千
円

◎
匿
名 

五
人 

一
六
、二
〇
〇
円

　

当
協
会
の
活
動
は
皆
さ
ま
の
会

費
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
分
の
会
費
納
入
書

を
４
月
末
に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
郵
便
局
で
納
入
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
支
払
い
た
だ
い
た
会
費
は
、源

泉
所
得
税
の
税
額
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。詳
し
く
は
当
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

会
員
数
報
告

寄
付
者
紹
介

　

会
費
納
入
の
お
願
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

賛
助
会
員
（
団
体
・
法
人
）
の
一
覧
は
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
支
援
・
ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

世界の核弾頭の数（2018年6月1日現在）

ロシア 米　国 フランス 中　国 英　国 イスラエル パキスタン インド 北朝鮮 合　計

～6,850 ～6,450 300 270 215 80 ～140 120～130 10～20 ～14,450

長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）提供　http://www.recna.nagasaki-u.ac.jp/

---- 追悼空間の虹 ----


